
  

第５２期入学式  式辞  

 

 春爛漫の本日，枝廣福山市長のご出席，小川市議会議長，多田市老連会長，

池口元老大学長を始めとするご来賓，講師の先生方のご臨席を賜り，大勢の老

大生の出席をいただいて，福山市老人大学第５２期入学式が挙行できますこ

と，大変有難く嬉しく存じます。  

 

 このようにリーデンローズで一堂に会しての入学式は３年ぶり，私にとりま

しては初めてのことになります。この２年間，パンデミックとなった新型コロ

ナウイルスは世界中で猛威を振るい，人々は甚大な被害を受けています。そし

て私たちの老人大学もまた，かつてない厳しい状況にあります。  

 

 今年度の学生数は１，４６１人，内，新規学生は２１８人です。男女比は，

男性４８９人，３３．５％，女性９７２人６６．５％。平均年齢は７５，７

歳，９０歳以上の方は１４人，最高齢は９５歳の方になります。  

 受講における特徴的な事では，今年度スマホ講座を２クラス増の９クラス，

定員を昨年度より９０人増やし，２１６人にしましたが，ほとんどが満席にな

っています。  

 しかし，老大全体では２教科目受講を加えた延べ学生数は１，５９８人とな

り，３年前と比べると，学生数は大きく減少することになりました。  

 

この２年間，私たちは不要不急の外出自粛を求められ，友達や戸外の子や孫

とも会うことができず，本当に窮屈でストレスがたまる日常を過ごしてきまし

た。また，老大は休講，臨時休講と学生の皆さんの期待に応えることができま

せんでした。  

この間に，高齢者の中には家に閉じこもることに慣れてしまい，気力や体力

がいつの間にか弱くなっている人も居るのではと想像されます。  

そんな中，みなさんは「よし，老大に通おう」と決意し，一歩を踏み出しま

した。それは，とても力強く大きな一歩だと思います。私は今こそ，「健康長寿



に貢献する」という老大の役割が求められていると思っています。  

 

 さて学生の皆さん，第５２期福山市老人大学へのご入学，誠におめでとうご

ざいます。これから１年間，週に１回，書や絵，俳句，民謡，太極拳，コーラ

ス，スマホなどなど，みなさんご自身が希望した教科を学ぶことになります。

講師の先生の手ほどきを受けながら，少しずつ上達していきます。学級にはお

友達ができます。挨拶をしておしゃべりをすると心が弾んできます。老大に来

ることがどんどん楽しくなって，学習の日が待ち遠しくなります。そして，気

が付いてみたら，老大に自分の居場所が出来て，いつの間にかとても元気にな

っていました。  

 どうでしょうか，私はこのような学生の皆さんの笑顔が，今年，いっぱい増

えることを心から望んでいます。  

 

 一方で，みなさんは，単なる受講生や，ましてやお客様ではありません。福

山市・市老連・講師の先生方・先輩の学生が尽力され，発展させてきた老人大

学の学生であり，その伝統を引き継ぐ主役の一人ひとりです。  

 進んで学習に取り組み，学級の運営に携わりましょう。学習の場としての校

内秩序と環境を守りましょう。共に学ぶ者同士の友情を育み，その輪を広げま

しょう。学生会活動やクラブ活動，ボランティア活動などに頑張って取り組み

ましょう。  

 老人大学の日々の様子や老大生の立ち居振る舞いは，ご近所の方や市民の皆

さんから関心を持ってみられています。温かく見守って頂けるような大学にし

ましょう。  

  

 さて，「健康と安全が１番」を掲げる老大は，コロナ禍の中，昨年度から徹底

した感染拡大防止対策をとって開講しています。第１に教室や校内の密を防ぐ

ために，普通教室の定員を４０人から２７人に削減しました。また，教室内の

シールド，非接触型体温計・消毒液の設置，共用使用場所のこまめな消毒な

ど，丁寧に取り組んでいます。  

そして，学生の皆さんには，検温，不織布マスク，手洗いなど基本的なこと



は一人ひとりにお願いをしています。これまで本当によく協力していただいて

います。老大での学びを継続するためにも，気を緩めることなく，これからも

一緒に頑張りましょう。  

 

１９７３年の老大開学は，将来の高齢社会を見据えた，本市の画期的施策で

ありました。以来，市内の１１万人を超える高齢者が学生として在籍し，生涯

学習に励むことを通して，講師の先生や学友たちと楽しく，充実した時間を過

ごしてきました。  

現在，大変厳しい試練の時を迎えていますが，学生の皆さん，講師の先生

方，事務局が力を合わせ，「みんなで創造する老人大学」という特色を発揮すれ

ば，必ず乗り越えることができると信じています。  

 

 我校歌「緑さやかに  風かおる  久松城を仰ぎつつ・・・」と謳われる福山

城は今年築城４００年を迎えます。それは「福山」という町が誕生して４００

年ということでもあります。  

 

そして，来年度，老大は誕生して５０年を迎えます。また，数年先には現在

の学び舎を閉じて新しい地でスタートを切ることになっています。私たちの手

で新たな歴史を刻み，力強く次の世代にバトンをつないでいきましょう，と決

意を申しあげ，式辞といたします。  

 

 ２０２２年（令和４年）４月８日  

福山市老人大学  学長  飛田洋悟  


